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当事業は、

○ 交通混雑の緩和

○ ネットワークの充実強化

○ 地域開発の支援 など

を目的とし、国道18号の新潟県上越市中郷区市屋～新潟県上越市下源入間

延長約24.6kmについてバイパス整備を行うものである。現在、子安交差点～

市屋ＩＣ間の完成４車線化に向けて事業を実施中である。
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１．事業の概要
１）事業の目的

【広域的位置図】
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● 事業名：国道18号 上新バイパス ● 延 長：２４．６km

● 起終点：(起)新潟県上越市中郷区市屋

(終)新潟県上越市下源入

● 都市計画決定：昭和５０年度 上越市今池～上越市下源入

昭和５２年度 上越市寺町～上越市今池

昭和５７年度 妙高市志 ～上越市寺町

昭和５８年度 上越市中郷区市屋～妙高市志

● 事 業 化：昭和５０年度 ● 工事着手 ：昭和５３年度

● 用地着手：昭和５０年度

● 全体事業費：約９４４億円

● 平成21年度末までの投資額(予定) ：約５５８億円（進捗率約５９％）

【 路 線 図 】

じょうえつしなかごうくいちや

じょうえつししもげんにゅう

単位：ｍ
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※市町村名は合併後名称。上越市はH17.1.1、妙高市はH17.4.1に合併。
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２）事業の概要
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子安交差点より長野方面を望む(H19.5) 妙高地区の状況（暫定２車線供用）
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※市町村名は合併後名称

２．現在に至る経緯等
１）事業の経緯

２）事業の進捗状況 平成21年度末(予定)

新井ｽﾏｰﾄ新井ｽﾏｰﾄI.CI.C

至新潟市

至長野市

長森交差点

乙吉交差点

梨の木交差点

至長野市

国道１８号

岡原岡原

新
潟
県
上
越
市
下
源
入

全体 執行済額 進捗率 残事業費

事業費 ９４４億円 ５５８億円 ５９％ ３８６億円

うち用地費・補償費 １８０億円 １２９億円 ７２％ ５１億円

自動車道
柳井田柳井田

交差点
立体化

S61

年 度 主な経緯

昭和５０年度 ・事業化

昭和５０年度
昭和５２年度
昭和５７年度
昭和５８年度

・都市計画決定（上越市今池～上越市下源入）
（上越市寺町～上越市今池）
（妙高市志～上越市寺町）
（上越市中郷区市屋～妙高市志）

昭和５０年度 ・用地着手

昭和５３年度 ・工事着手

昭和５７～５８年度
昭和６０年度

昭和６１～平成３年度
平成１１年度

・上越市寺町～上越市三田間 暫定２車線供用
・上越市富岡～上越市下源入間 ４車線供用
・上越市中郷区市屋～上越市寺町間 暫定２車線供用
・上越市寺～上越市富岡間 ４車線供用

昭和６１年度
～平成１３年度

・交差点立体化
富岡IC（S58)、柳井田（S61)、四ケ所IC（S63)、寺IC（H2)
市屋IC（H3)、寺町IC（H6)、鴨島IC（H9)、三田IC（H13)

平成１７年度 ・上越市子安～上越市寺間 ４車線供用

平成１８年度 ・下源入交差点（上越市下源入）改良【右折２車線化】

（凡 例）
：平面交差点
：立体交差点



【国道（二次改築）】

● 事業採択時の前提条件を確認するための指標

● 事業の効果や必要性を評価するための指標
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３．事業の必要性・効果
１）客観的評価指標

前提条件 (1) 事業の効率性 ■便益が費用を上回っていること

Ⅰ.活力 (1) 円滑な

モビリティの確保

●現道等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率

□現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度

の改善が期待される。

□現道又は並行区間等における踏切交通遮断量が10,000台時/日以上
の踏切道の除却もしくは交通改善が期待される。

□現道等に、当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線
が存在する。

■新幹線駅もしくは特急停車駅へのアクセス向上が見込まれる。

□第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセ
ス向上が見込まれる。

(2) 物流効率化支援 ■重要港湾もしくは特定重要港湾へのアクセス向上が見込まれる。

■農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性向
上が見込まれる。

□現道等における、総重量25tの車両もしくはISO規格背高海上コンテナ
輸送車が通行できない区間を解消する。

(3) 都市の再生 □都市再生プロジェクトを支援する事業である。

□広域道路整備基本計画に位置づけのある環状道路を形成する。

□市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり。

□中心市街地内で行う事業である。

□幹線都市計画道路網密度が1.5km/km2以下である市街地内での事業
である。

□DID区域内の都市計画道路整備であり、市街地の都市計画道路網密度
が向上する。

□対象区間が現在連絡道路がない住宅宅地開発(300戸以上又は16ha以
上、大都市においては100戸以上又は5ha以上)への連絡道路となる。

(4) 国土・地域

ネットワークの

構築

□高速自動車国道と並行する自専道(A’路線)の位置づけあり。

■地域高規格道路の位置づけあり。

□当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを
構成する。（A’路線として位置づけがある場合）

□当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路
線を構成する。

□現道等における交通不能区間を解消する。

□現道等における大型車のすれ違い困難区間を解消する。

■日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる。

(5) 個性ある地域の

形成

□鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する。

■拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援す
る。

■主要な観光地へのアクセス向上が期待される。

□新規整備の公共公益施設へ直結する道路である。

○ 残事業を進め、当該事業を完成することで得られる整備効果を、客観的
評価指標から項目を抽出して整理する。
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※○印の指標は定量的な記述により効果を確認する。

□印の指標については定性的又は定量的な記述により効果の有無を確認する。

※●、■は該当する指標を示す。

Ⅱ．暮らし (1) 歩行者・自転車の

ための生活空間の

形成

□自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行
者交通量が500人/日以上の全てに該当する区間において、自転車利用
空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通行の快適・安
全性の向上が期待できる。

□交通バリアフリー法に基づく重点整備地区における特定経路を形成する
区間が新たにバリアフリー化される。

(2) 無電柱化による

美しい町並みの

形成

□対象区間が電線類地中化５ヶ年計画に位置づけあり。

□市街地又は歴史景観地区(歴史的風土特別保存区域及び重要伝統的建
造物保存地区)等の幹線道路において新たに無電柱化を達成する。

(3) 安全で安心できる

暮らしの確保

■三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる。

Ⅲ．安全 (1) 安全な生活環境の

確保

□現道等に死傷事故率が500件/億台ｷﾛ以上である区間が存在する場合に
おいて、交通量の減少、歩道の設置又は線形不良区間の解消等により、
当該区間の安全性の向上が期待できる。

□当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上（当該区間が通学路である
場合は500台/12h以上）かつ歩行者交通量100人/日以上（当該区間が通
学路である場合は学童、園児が40人以上）の場合、又は歩行者交通量
500人/日以上の場合において、歩道が無い又は狭小な区間に歩道が設
置される。

(2) 災害への備え □近隣市へのルートが１つしかなく、災害による１～２カ箇所の道路寸断で
孤立化する集落を解消する。

■対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又
は地震対策緊急整備事業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事
業五箇年計画に位置づけのある路線（以下「緊急輸送道路」という）として
位置づけあり。

□緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の
代替路線を形成する。

□並行する高速ネットワークの代替路線として機能する。（A’路線として位
置づけがある場合）

□現道等の防災点検又は震災点検要対策箇所もしくは架替の必要ある老
朽橋梁における通行規制等が解消される。

□現道等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間
を解消する。

Ⅳ．環境 (1) 地球環境の保全 ●対象道路の整備により削減される自動車からのCO2排出量

(2) 生活環境の

改善・保全

●現道等における自動車からのNO2排出削減率

●現道等における自動車からのSPM排出削減率

□現道等で騒音レベルが夜間が夜間要請限度を超過している区間につい
て、新たに要請限度を下回ることが期待される区間がある。

□その他、環境や景観上の効果が期待される。

Ⅴ．その

他

(1) 他のプロジェクト

との関係

□関連する大規模道路事業と一体的に整備する必要あり。

□他機関との連携プログラムに位置づけられている。

(2) その他 ■その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果
が期待される。



○再評価実施時点における評価指標該当項目

前提条件前提条件

（１）事業の効率性
Ｂ／Ｃ＝１．９（事業全体の３便益による費用対効果）
Ｂ／Ｃ＝１．２（残事業区間の完成供用を行った場合の３便益による費用対効果）

ⅠⅠ．活．活 力力
（１）円滑なモビリティの確保

・バイパス区間の渋滞損失時間の削減率＝約３５％
（整備なし 約23万人・時間/年 → 整備あり 約 15万人時間/年）

・費用便益分析対象エリアの渋滞損失時間の削減率＝約６％
（整備なし 約307万人・時間/年 → 整備あり 約288万人時間/年）

・新幹線駅である(仮称)上越駅へのアクセス向上が見込まれる。
（中郷区総合事務所～(仮称)上越駅間 整備なし22分→整備あり16分 6分短縮)

（２）物流効率化支援
・重要港湾である直江津港へのアクセス向上が見込まれる。
（妙高市役所～直江津港間 整備なし46分→整備あり33分 13分短縮)
・上越市にある上越青果地方卸売市場へのアクセス向上が見込まれる。
（妙高支所～上越青果地方卸売市場間 整備なし47分→整備あり37分 10分短縮)

（４）国土・地域ネットワークの構築
・「上越魚沼地域振興快速道路」の一部区間(寺IC～上越IC間)として地域高規格道路の位置

づけあり
・日常生活圏の中心都市である上越市へのアクセス向上が見込まれる。
（中郷区総合事務所～上越市役所間 整備なし50分→整備あり33分 17分短縮)

（５）個性ある地域の形成
・上越地方拠点都市地域整備計画の開発拠点地区へのアクセス向上が見込まれる。
（中郷区総合事務所～上越総合運動公園間 整備なし39分→整備あり22分 17分短縮)

・主要な観光地へのアクセス向上が見込まれる。
（妙高市役所～直江津海水浴場間 整備なし49分→整備あり37分 12分短縮)

ⅡⅡ．暮らし．暮らし
（３）安全で安心できるくらしの確保

・第三次医療施設である県立中央病院へのアクセス向上が見込まれる。
（中郷区総合事務所～県立中央病院間 整備なし36分→整備あり19分 17分短縮)

ⅢⅢ．安．安 全全
（２）災害への備え

・「新潟県地域防災計画」、「地震防災緊急事業５ケ年計画」の第一次緊急輸送道路ネットワーク
として位置づけあり。

ⅣⅣ．環．環 境境
（１）地球環境の保全

・費用便益分析対象エリアのＣＯ２排出量の削減量＝約4,260t-CO2/年

（整備なし 約49.83万t-CO2 /年 → 整備あり 約49.40万t-CO2 /年）
（２）生活環境の改善・保全

・現道区間のＮＯ２排出削減率＝約５１％

（整備なし 約100t-NOX/年 → 整備あり 約49t-NOX/年）

・現道区間のSPM排出削減率＝約１７％

（整備なし 約6t-SPM/年 → 整備あり 約5t-SPM/年）

ⅤⅤ．その他．その他

・冬期間のスムーズな交通を確保することで、2車線の交通容量低下による渋滞や事故

発生時の通行障害による渋滞の解消が期待される。

・4車線道路による環状型道路ネットワークを構築することで、災害時の防災道路ネット

ワークを形成。
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注）整備なし…子安～市屋間残事業区間の４車線化整備が成されていない状態



0 20 40 60 80 100

残事業区間
整備あり

残事業区間
整備なし

整備無し

（件/年)

0 20 40 60 80 100

残事業区間
整備あり

残事業区間
整備なし

整備無し

（分)
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４．当該道路の役割・効果
１）３便益に係る整備効果

①走行時間の短縮

4/4完成

供用区間 2/4暫定供用区間 L=17.6km

上越上越J.C.TJ.C.T
上越高田上越高田I.CI.C

北
陸
自
動
車
道

残事業区間至富山市

上越上越I.CI.C
下源入下源入

三田三田

四ケ所四ケ所

上箱井上箱井
富岡富岡

寺

鴨島鴨島

子安子安

今池

島田島田

寺町北寺町北

寺町寺町

乙吉乙吉

猪野山猪野山

長森長森

志志

西福田西福田
新田新田

野林野林

二本木二本木

市屋市屋

L=7.0km

上新バイパス L=24.6km

じ
ょ
う
え
つ
し
し
も
げ
ん
に
ゅ
う

(至)

新
潟
県
上
越
市
中
郷
区
市
屋

(自)

直
江
津
港

８８

1818

292292

405405

中郷中郷I.CI.C

梨の木梨の木

じ
ょ
う
え
つ
し
な
か
ご
う
く
い
ち
や

至長野市

７３分(旧道)

【下源入～市屋間（混雑時）】(H42年推計値)

上新バイパスの整備により円滑な走行環境が確保さ
れ、走行時間はＢＰ整備無し時より23分(削減率
31.5%)、ＢＰ残事業区間整備無し時より更に18分
(削減率36.0%)短縮され、バイパス完成時には計41分
の短縮が見込まれる

②交通事故件数の減少
上新バイパスの整備により安全な走行環境が確保され、
バイパス完成時の年間事故件数は現道区間で計約42
件、バイパス区間で約21件の削減が見込まれる。

至新潟市

新井ｽﾏｰﾄ新井ｽﾏｰﾄI.CI.C

新
潟
県
上
越
市
下
源
入

【下源入～市屋間】(H42年推計値)

上信越自動車道

岡原岡原
柳井田柳井田

○事故減少効果の例

三田交差点立体化(H13)により、当該交差点付近

の事故件数はH8～13年平均の11.5件からH14～19年
平均の1.2件へ90%の削減。

0

5

10

15

（
件
/

年

）

11.5

1.2

対策前
(H8～H13平均)

対策後
(H14～H19平均)

事故件数
90%削減

【全体事故件数の減少】

５８件(旧道)

５２件(旧道)

８６件(BP)

６５件(BP)

５０分

３２分

○走行時間短縮効果の例

下源入交差点の直進車線及び右折車線の2車線化

(H18)により、渋滞延長が８割減、通過時間が３分短
縮。(上越タイムスH18.12.30)

【報道資料】

約36件削減

(38.3%減)

約6件削減

(10.3%減)

約21件削減

(24.4%減)

23分短縮

(31.5%減)

18分短縮

(36.0%減)

９４件(旧道)

(現況) (現況)

さんたしもげんにゅう

（凡 例）
：平面交差点
：立体交差点



○バイパス整備効果の例
平成18年3月に子安交差点～寺IC間2.9kmを４車線化供用。

・渋滞損失時間が年間で約１５万人時間（-91.5%）削減。
・朝ピーク時直江津方面(子安交差点→寺IC間)の旅行速度が16.8km/h(+44.3%)向上。
・ピーク時でも50km/hを超える安定した走行環境が実現。

0 25 50 75 100 125

残事業区間
整備あり

残事業区間
整備なし

整備無し

（万人時間/年)

0.0 20.0 40.0 60.0

整備後

整備前

0.0 20.0 40.0 60.0

整備後

整備前

③渋滞損失時間の減少

・上新ﾊﾞｲﾊﾟｽの整備により円滑な走行環境が確保され、旧道区間の渋滞損失時間は整備
無しから残事業区間整備無しで年間約83万人時間、残事業区間整備完了までに更に
年間約６万人時間削減される。

・バイパス区間についても、残事業区間の整備により年間約８万人時間削減(削減率
35%)される。
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既供用区間
L=4.1km

子安～寺間H18.3開通
L=2.9km

上信越

上越上越J.C.TJ.C.T
上越高田上越高田I.CI.C

北
陸
自
動
車
道 至富山市

上越上越I.CI.C
下源入下源入

三田三田

四ケ所四ケ所

上箱井上箱井
富岡富岡

寺

鴨島鴨島

子安子安

今池

島田島田

寺町北寺町北

寺町寺町

乙吉乙吉

猪野山猪野山 長森長森

志志

西福田新田西福田新田

野林野林

二本木二本木

市屋市屋

上新バイパス L=24.6km

直
江
津
港

８８

1818

292292

405405

中郷中郷I.CI.C

梨の木梨の木

完成４車線供用

新井ｽﾏｰﾄ新井ｽﾏｰﾄI.CI.C

至新潟市

至長野市

岡原岡原

自動車道
柳井田柳井田

供用前

供用後

【供用前後の様子（鴨島IC付近） 】

（km/h)

11.0km/h
27.8％向上

上り（長野方面）

39.5

50.5

下り（直江津方面）

（km/h)

37.9

54.7

16.8km/h
44.3％向上0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

整備後

整備前

（万人時間/年）

渋滞損失時間の変化

16.4

1.4
15.0万人時間/年削減

削減率91.5％

※朝ピーク平均： 7：00～ 9：00平均

～旅行速度観測年月日～
整備前：H17.11.29（火）
整備後：H18. 6. 27 （火）

23(BP)

15(BP)

【下源入～市屋間】(H42年推計値)

１２３(旧道)

４０(旧道)

３４(旧道)

約83万人時間/年削減

(67.5%減)

約6万人時間/年削減

(15.0%減)

約8万人時
間/年削減
(34.8%減)

（凡 例）
：平面交差点
：立体交差点

(現況)

旅行速度の変化

島田交差点より長野側(２車線区間)の渋滞
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＜費用＞

・基準年における費用及び便益の現在価値

現在価値算出のための割引率： ４％

基準年次： 平成２１年度

検討年数： ５０年

＜３便益＞

＜３便益による費用便益比＞

事業全体 ３,３２２億円／１,７０７億円＝１．９

残事業 ４１１億円／３５４億円＝１．２

２）３便益による費用対効果

事業全体 ３,３２２億円 ２,７４１億円 ４８７億円 ９４億円

残事業 ４１１億円 ２６７億円 ９４億円 ５０億円

基準年における現在価値

合 計
走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合 計 事業費 維持管理費

事業全体 １,７０７億円 １,６２４億円 ８３億円

残事業 ３５４億円 ３００億円 ５４億円

基準年における現在価値

注）1.費用及び便益額は整数止めとする。
2.費用及び便益額の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



３）その他の効果

①新幹線駅である(仮称)上越駅へのアクセス向上

○北陸新幹線は、平成26年度の開業を目指し現在施工中 。 (仮称)上越駅は飯山駅～糸魚

川駅間に位置し上越地方生活圏では唯一の新幹線駅。

○上新バイパスは、沿道地域と新幹線駅とのアクセスの速達性を向上させる。
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上越上越J.C.TJ.C.T
上越高田I.C

至富山市

８８

1818

405405

中郷中郷I.CI.C
北
陸
自
動
車
道

中郷区総合
事務所

2/4暫定供用 L=17.6km

至長野市

至新潟市

上信越自
動 車

道

新井ｽﾏｰﾄI.C

0 10 20 30 40 50

残事業区間
整備あり

残事業区間
整備なし

（分)

６分６分
２７％短縮２７％短縮

２２分

１６分

○北陸新幹線(仮称)上越 駅へのアクセス性向上
【中郷区総合事務所～北陸新幹線(仮称)上越駅間の

所要時間（混雑時）】

※残事業区間の完成供用を行った場合の所要時間の短縮を示す。

(仮称)上越駅

新幹線新駅
周辺整備事業

292292

至飯山駅

(飯
山市)

至
糸
魚
川
駅

北陸新幹線
上越I.C

北陸新幹線

(仮称)上越駅

中郷区総合事務所～ (仮称)上越駅間
６分の時間短縮

○北陸新幹線新駅について

北陸新幹線は、東京都から長野、上越、
富山、金沢、福井等の主要都市を経由し、大
阪市に至る延長約600kmの路線である。長
野～金沢間は平成26年度末の完成を目指し

建設工事が進められている。

○北陸新幹線新駅周辺整備事業

上越市では、北陸新幹線(仮称)上越駅周辺

において、主要都市と直結する広域交通の結
節点としての機能を担い、上越市をはじめとす
る上越地区の新たな玄関口として、周辺の自
然環境にも配慮した質の高いまちづくりを行う
こととしている。

出典：上越市都市整備部新幹線新駅周辺整備課HP 土地利用計画のイメージ図

やすらぎ住宅ゾーン

釜蓋遺跡

遺跡活用ゾーン

遺跡誘導軸

妙
高
景
観
軸

駅周辺にぎわいゾーン

商住複合いきいき
ゾーン

(仮称)上越駅

国道１８号
岡原交差点方面

昭和47年 「北陸新幹線建設促進期成同盟会」設立

昭和54年 「北陸新幹線関係都市連絡協議会」設立
昭和57年 高崎～小松間の駅・ルート概要公表

平成 6年
「北陸新幹線長野・糸魚川間フル規格
整備推進上越広域協議会」設立

平成 9年 高崎～長野間開業

平成10年 長野～上越間着工

平成13年
上越～富山間着工
「新潟県並行在来線対策協議会」設立

平成20年 「新潟県並行在来線開業準備協議会」設立
平成26年度 長野～金沢間開業予定

主な経緯

岡原岡原

岡原交差点より脇野田方面を望む

寺町北寺町北

写真奥：新幹線新駅方面



20% 5% 6% 31% 5%

1%

6%

1%

21% 5%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(旧)上越市 (旧)新井市 R18沿線 その他
上越地方

中越地方 下越地方 北陸方面 近畿方面

長野・東海方面 関東方面 東北方面

○直江津港は、北東ｱｼﾞｱとの近接性や上信越自動車道等高速交通体系の整備により、環日
本海交流の玄関口として重要な役割を果たしている。

○直江津港は、搬出入貨物の２６％を関東及び長野・東海方面が占めているが、陸揚げ品
目によっては長野県への出荷が２～７割となっており、国道18号の利用割合は８割以上
を占めている。

○当該残事業区間の４車線化により、重要港湾・直江津港へのｱｸｾｽ性向上が期待される。

○地域別搬出入貨物量

資料：「港湾統計（陸上出入貨物調査）H16.10」

国土交通省総合政策局情報管理部刊

直江津港直江津港

近畿方面近畿方面

魚沼方面魚沼方面

関東方面関東方面

頸城方面頸城方面

旧旧頸城村頸城村

新潟方面新潟方面

糸魚川方面糸魚川方面

北陸方面北陸方面

東北方面東北方面

旧旧中郷村中郷村

旧旧妙高村妙高村

旧旧妙高高原町妙高高原町

旧旧新井市新井市

～1,000t

1,000～5,000t

5,000～10,000t

10,000～20,000t

20,000t～

搬出 搬入

中国、韓国他国外中国、韓国他国外

上越市上越市

②直江津港へのアクセス向上

北陸圏
関西圏

中国・韓国

○上越市は交通の要衝

長野・東海長野・東海
方面方面

○直江津港・外貿ｺﾝﾃﾅ取扱量（実入)

長野・東海圏

東北圏

関東圏

関東圏

北
陸
新
幹
線
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資料：「港湾統計」新潟県港湾空港局
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1
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1
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輸出 輸入（TEU)

※TEU：
1TEU=20ﾌｨｰﾄ(6m)
ｺﾝﾃﾅ1個分(約39m3)
の単位。港湾の荷役
量やｺﾝﾃﾅ船の積載
能力を表す単位とし
て用いる。

○直江津港搬出入貨物割合

※仕出地・仕向地が

不明なものを除く

【直江津港からの陸揚げ貨物の輸送状況】
・直江津港に陸揚げされた木材半製品の輸送に

国道１８号が利用されており、２割程度を長
野県へ輸送。(上越木材興業(株))

・長野県へは肥料、鉱産品、融雪剤等を輸送。
直江津港からの出荷量のうち７割を占める。

（直江津海陸運送(株)）

上越木材
興業(株)

直江津海陸運送(株)

0 20 40 60 80 100

鉱産品・融雪剤等

木材半製品

国道１８号 80% 上信越道
20%

国道１８号 ほぼ100%

(上越木材興業)

(上越木材興業)

(直江津海陸運送)

(直江津海陸運送)

【経路の利用割合】

国道18号の利用理由
・主にコスト的な面で国道を利用する

直江津港

0 20 40 60 80 100

鉱産品・融雪剤等

木材半製品

長野県 70% その他方面
30%

その他方面 80%長野県
20%

【方面別の輸送割合】



③上越青果地方卸売市場へのアクセス向上

○ 上越市には、上越地域の卸売市場が集中している。
○ 国道18号沿線の妙高市(妙高市、妙高支所、妙高高原支所)で生産される青果物（出荷量約
１２６ｔ）のほぼ全量が、国道18号を利用して上越青果地方卸売市場に出荷されている。※

○出荷には国道18号が利用されており、沿道に点在するＪＡ各支店から市場までの出荷を支え
る基軸となっている。

○ 残事業区間の４車線化により、卸売市場へのアクセス性が向上し、流通の利便性向上が見込
まれる。

※ ＪＡえちご上越ヒアリング結果(H21.8)より

北
陸
自
動
車
道

至富山市

下源入下源入

三田三田

８８
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J
R
北
陸

本
線

○農業就業者の割合（H17）

資料 ： 「農林業センサス2005」、

「H17国勢調査」

上越上越J.C.TJ.C.T

農業就業者 その他就業者

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新 潟 県

妙 高 市

5.3 94.7

92.87.2

405405

上越上越I.CI.C

妙高市は、新潟県全体より農業従事者の割合が
高く、4車線化整備による輸送支援が期待。

○ＪＡえちご上越ヒアリング結果

至新潟市

上越高田I.C

寺町北寺町北

四ケ所四ケ所

上箱井上箱井

寺
子安子安

今池

岡原岡原

乙吉乙吉

猪野山猪野山

梨の木梨の木

寺町寺町

西福田西福田
新田新田

市屋市屋

1818

中郷中郷I.CI.C

志志
妙高支所

鴨島鴨島

新井ｽﾏｰﾄI.C

島田島田

至長野市

ＪＡえちご
斐太支店

JR信越本線

ＪＡえちご
新井支店

長森長森
野林野林

292292

ＪＡえちご
泉支店

ＪＡえちご
関山支店

ＪＡえちご
中郷支店

二本木二本木

上新バイパス L=24.6km

ＪＡえちご
上越本店

ＪＡえちご
板倉支店

・ほぼ全量を上越市に出荷している。
・出荷時期は7月～10月中頃
・出荷にあたっては国道18号を利用。

高速道路は現在利用していない。

・出荷量は約１２６ｔ
・出荷額は約４,８００万円
(H20年度値。出荷量は生産物のみで

梱包材等は含まない値)

※JAえちご上越 頸南営農生活センター ヒアリング結果より

※頸南営農生活センターの所轄：板倉区及び妙高市全域
(但し妙高高原支所からの出荷のみ、農家が各自に

妙高支所の集荷場に持ち込み)

※出荷先：青果市場に直接出荷。JA本部は経由しない。

上信越自動車道

高速道路を使わない理由
・集荷しつつ輸送する必要があるため、

高速道路よりも上新バイパスの方が有利である。

上越青果地方卸売市場
・上越青果(株)
・上越水産(株)
・(株)一印上越魚市場

柳井田柳井田
富岡富岡

（凡 例）
：平面交差点
：立体交差点



旧上越市

名立区

旧新井市

中郷区

板倉区

清里区

牧区
安塚区

大島区
浦川原区

頸城区

大潟区

吉川区

柿崎区

三和区

旧妙高高原町

旧妙高村

長野県（信濃町）

5
,4

6
9

5
5
4

0 10 20 30 40 50

残事業区間
整備あり

残事業区間
整備なし

（分)

上越市

中郷村

新井市

板倉町

妙高村

妙高
高原町

53.9

57.0

56.4

54.7

60.0

31.7

14.0

14.024.8

１７分１７分
３４％短縮３４％短縮

50分

33分

○ 上越地方生活圏は日常活動圏として圏内で密接なつながりを持っており、通勤通学者、妙高市
からの上越市への買物流入割合等増加傾向にあり、上越市の拠点性が高いものとなっている。

○ 上新バイパスの整備により、国道18号沿線地域と上越市とのアクセス性が向上し、通勤・通学、
通院、買い物等の日常生活活動の利便性が向上する。
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○妙高市から上越市間の
通勤・通学動態の推移

○妙高市から上越市
への外来通院割合

○妙高市から上越市への
買物流入割合(買回品)

【出典：新潟県保健医療需要調査】

単位：％

参考：H19買物動態（買回品）

○ 中心都市・上越市へのアクセス性向上

【中郷区総合事務所～上越市役所間の所要時間（混雑時）】

※残事業区間の完成供用を行った場合の所要時間の短縮を示す。

中郷IC上越高田IC
上信越

JR信越本線

北
陸
新
幹
線

(計
画

)

JR直江津駅

上新バイパス L=24.6km

4/4完成供用

L=7.0km

2/4暫定供用
L=17.6km

自動車道

中郷区総合事務所～
上越市役所間

１７分の時間短縮

上越市役所

中郷区

総合事務所

上越IC

④日常生活圏の中心都市である上越市へのアクセス向上

中郷村中郷村

新井市新井市

妙高村妙高村

妙高
高原町

上越市

板倉町

63
.9

36.1

48.3

47.1

44.0

5.3

25.0

18.0

単位：％

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

Ｈ２ Ｈ12 Ｈ17

(人/日)

6,039

7,395

9,979

【出典：国勢調査報告】

0

20

40

60

80

100

Ｈ12 Ｈ16

(％)

28.030.6

0

20

40

60

80

100

Ｈ13 Ｈ19

(％)

57.2
47.3

【出典：新潟県消費動向調査】

妙高市～上越市間の通勤・通学者
数は増加傾向(H12→H17で35.0%増)

にある。

上越市への外来通院割合は約３割
を占ている。

上越市への買物流入割合は増加
傾向(H13→H19で9.9%増)にある。

参考：H12通勤・通学動態

参考：H12外来通院動態

+1,356

(22.5%増)

+2,584

(35.0%増)

ほぼ横ばい

9.9%増



○上新バイパス周辺地域では各開発拠点地区などで商業・業務・工業系、広域運動公園などの
開発が進んでおり、多様な施設の充実がみられる。

○上新バイパス沿道の大規模小売店舗の商圏は、上越市周辺はもとより長野県など県外へも
広まっており、妙高方面からの利用が年々多くなっている。

○国道18号は商圏・業務圏の拡大に寄与しており、 残事業区間の４車線化により開発拠点地区
への アクセス性と利便性が向上する。
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至富山市

８８

中郷中郷I.CI.C

上越I.C

関川東部ｵﾌｨｽｱﾙｶﾃﾞｨｱ
(ﾘｰｼﾞｮﾝﾌﾟﾗｻﾞ上越等)

北
陸
自
動
車
道

春日山城跡整備
五カ年計画

県営南部工業団地

上越市総合運動公園

高田公園整備事業

県営南部工業団地

○上新ﾊﾞｲﾊﾟｽ沿道の開発拠点

リージョンプラザ上越 新井東部工業団地

○大規模小売店舗への来店状況

⑤開発拠点地区へのアクセス向上

凡 例(単位：億円)

(H16商業統計／1kmﾒｯｼｭ)

200以上
100以上200未満
100未満

○年間商品販売額の高いエリア

上越高田I.C

上越I.C

下
源
入

子安

国
道
８号

北
陸
道

上
信
越
道

リージョンプラザ上越周辺

上新バイパス沿線地区の

商品販売額は特に高くなっ
ており、買物先としての上
越市の拠点性は高い。

上
新
バ
イ
パ
ス

至新潟市

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R18BP 妙高方面 R18BP 直江津方面

R8（柏崎）→R18BP R8（糸魚川）→R18BP

高速（柏崎）→上越IC 高速（糸魚川）→上越IC

県道市道（市内） 県道市道（市外）

高速（長野） 不明

新井ｽﾏｰﾄI.C

292292

上越市総合
運動公園

・下源入交差点～上越IC付近の上新バイパス沿

線は、H6年のウイングマーケット開業を筆頭
に、H10年頃までの間に相次いで大規模小売店
舗が出店した。また今日に至るも新規店舗が
開店し､鴨島･子安付近までの進出がみられる。

・上新バイパスは、これら大型店の商圏拡大に
寄与し、来店ルート割合は妙高方面からの利
用が増加してきている。

38 .7 5 .0 12 .3 6 .6

2 .0

2.3 25.5 2.6
3.0
2.0

27 .0 5 .0 11 .9 9 .5

1 .8

1.5 33.2 4.5
4.7
0.9

21 .0 6 .0 18 .0 10 .0

4 .0

2.0 26.0 3.0 10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成12年

平成10年

平成８年

大規模
小売店

流通産業団地

上越上越J.C.TJ.C.T

上越高田I.C

405405

新幹線新駅
周辺整備事業

「弥生のムラ」
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾟｰｸ事業

新井東部
工業団地

西田中企業団地

和田第二企業団地

2/4暫定供用 L=17.6km

上信越自
動 車

道

1818

至長野市

妙高方面への商圏拡大

出典：高田河川国道事務所調査資料(大規模商業施設出店に伴う

インパクト調査)

【来店ルート割合】

三田立体交差点付近 富岡立体交差点付近

寺I.C

三田I.C

岡原



○上新バイパス沿道は、海水浴場、水族館、名所・旧跡、スキー場等観光資源が豊富であり、上

越市への観光入込客数は年間727万人、妙高市へは年間305万人(H19)。

○上越地方の海水浴場は年間利用者の約87%が県外客である。また全体の65%を中部地方から

の利用客が占めており、国道18号の長野県方面との観光幹線軸としての役割は大きい。

○当該道路は、沿道観光地を連絡し、観光地への利用ルートとして貢献。
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4/4完成供用区間 2/4暫定供用区間
L=17.6km

残事業区間

至富山市

L=7.0km

上新バイパス L=24.6km

８８

292292

405405

JRJR信越本線信越本線

観桜会(高田公園)
1,181,500人

六・十朝市
134,000人

海水浴場 421,350人

ﾘｰｼﾞｮﾝﾌﾟﾗｻﾞ上越
594,590人

上越市水族博物館
196,090人

※観光入込客数：

市町村別主要観光地入
込数(H19年度・新潟県)

※海水浴場の入込客数は、

上越地域のうち上越市
4海水浴場の合計

春日山 林泉寺
641,900人

上越高田上越高田I.CI.C
1818

上越上越J.C.TJ.C.T
中郷中郷I.CI.C

JRJR直江津駅直江津駅

北
陸
自
動
車
道

上信越自
動 車

道

スキー場 929,590人
ﾄﾚｯｷﾝｸﾞﾄﾚｲﾙ 136,680人

(妙高市)

○上新バイパス沿線の主要観光資源 上新バイパスを軸とし、
各観光資源が点在。

⑥主要な観光地へのアクセス向上

新井ｽﾏｰﾄI.C

県外(中部)
439,080 65%

県内 84,850 13%

※上越地域は、上越市＋糸魚川市の海水

浴場の合計
上越市(谷浜、直江津、中央、鵜の浜)
糸魚川(糸魚川､大和川､能生､藤崎､

百川、親不知､市振)
※中部地方は山梨、長野、静岡、岐阜、

愛知の合計

(H19年度新潟県観光動態)

上越市観光物産ｾﾝﾀｰ
123,280人

上越上越I.CI.C

○上越地方海水浴場への出発地別観光入込客割合

・合併以降近年は微増。
・上越市全域の観光地に対する観光
客のうち、県外客は概ね1/3程度を
占めている。

・また県外客のうち、概ね半分程度は
中部方面からの入込客が占めてい
る。

県外(中部以外)
150,930 22%

0

200

400

600

800

H17 H18 H19

(万人)

県外(中部以外) 県外(中部)

県内客

691 672
727

117 120 142

(年度)

457 428 471

117 124 114

・上越地方の海水浴場は、県外客が

入込客の約87%を占める。

・全体の約65%は中部方面からの

入込客。

○上越市の観光入込客数の推移

234 244 256

ろく・とう



○休日の交通量の増加が残事業区間である梨の木より長野県側で確認される。

0

5

10

15

20

25
(千台/日)

1.12
1.11

1.03
1.13 1.02

1.06
1.11

1.03

0.92 0.92
1.02 0.97

○ゴールデンウイークや夏休みシーズン等行楽期を中心とし、休日の日平均交通量は平日の

最大１.１３倍に増加。
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○上新バイパスの月別平休別日平均交通量（梨の木断面）

※観測断面（梨の木）の選定：
① 妙高地区（＝スキー場）と上越地区（＝海水浴場ほか通年観光）の間に在ることから、年間をとおした交通量変動を代表して表すのに適している。
② ①同様、年間をとおした交通量変動の影響をうけるため、バイパス整備効果の影響が反映されやすい。

平日 休日 グラフ上の数値は平休比（休日/平日）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月Ｈ２０年度

○観光交通に休日の交通量を考慮した便益
休日交通の増加割合 × 休日日数

×（走行時間費用＋走行経費)
＝約８億円(残事業区間のみを対象)

※金額は、供用後50年間の便益額として試算した(参考値)

区分
休日日数

（日）
平日休比

（％）

休日
交通
考慮

該当
月

4月 9 1.12

5月 11 1.11

7月 9 1.13

10月 9 1.11

計 38 －

通常 327 100

梨の木 関山 関川※
1.12 1.1 1.52
1.11 1.17 1.68
1.03 1.07 1.68
1.13 1.18 欠測
1.02 1.05 1.32
1.06 1.08 1.5
1.11 1.18 1.59
1.03 1.06 1.44
0.92 0.92 1.1
0.92 0.99 1.27
1.02 1.1 1.41
0.97 1.01 1.4
1.04 1.08 1.45

トラカン設置箇所

表．国道１８号の観測場所別の平日・休日比

※ 関川については、欠測が
多いため参考値とする。

出典：国道18号トラカンデータ

梨の木
関山

上新バイパスL=24.6km

図．国道18号トラカン設置位置

至
長
野

至 富山

至 新潟

リージョンプラザ上越

上越市観光物産センター

観桜会（高田公園）
六・十朝市

春日山 林泉寺

上越市水族博物館

海水浴場
スキー場

トレッキングトレイル

赤倉温泉

池の平温泉

関川

：平休比1.1以上を示す。

2008 4
2008 5
2008 6
2008 7
2008 8
2008 9
2008 10
2008 11
2008 12
2009 1
2009 2
2009 3

平均

月年



上越市 県立中央病院
687人

上越市 新潟労災病院
84人

その他上越市の病院
97人

妙高市 けいなん総合病院
362人

その他の病院
25人

妙高市 県立妙高病院
121人

0 10 20 30 40 50

残事業区間
整備あり

残事業区間
整備なし

（分)

４７％短縮４７％短縮
１７分１７分

３６分

１９分

○上越市にある県立中央病院は、上越地域の第三次医療施設として重要な役割を果たしており、

１日平均約６人の救急医療患者が搬送されている（新井頸南地域からは１日平均約２人）。

○ また、上越市の新潟労災病院も多くの救急搬送に対応している。

○ 当該の残事業区間の４車線化により、第三次医療施設の県立中央病院や新潟労災病院への

アクセス性が向上する。
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○第三次医療施設へのアクセス性向上
【中郷区総合事務所～県立中央病院間の所要時間

（混雑時）】

○上越地域の救急医療患者
搬送先（H20）

N=1,376人

【上越市内】※中郷区除く

【新井頸南地域】（妙高市、中郷区）

※残事業区間の完成供用を行った場合の所要時間の短縮を示す。

中郷IC上越高田IC

上新バイパス L=24.6km

4/4完成供用

L=7.0km

2/4暫定供用
L=17.6km

県立中央病院

○救急医療機関へのアクセス性を考慮した便益

救命救急アクセス向上エリア × 疾病発生率
× 時間短縮による死亡改善率 × 人命価値

＝ 約２９億円（全体）、約０億円（残事業）
※金額は、供用後50年間の便益額として試算した(参考値)

中郷区
上越総合病院

上越IC

○○病院○○病院

救急車の現場到着時間に着目 自家用車等による病院搬送時間に着目

消防署 現場（自宅等）

（高次医療施設）

現場（自宅等）

⑦県立中央病院へのアクセス向上

中郷区総合事務所～県立中央病院間
１７分の時間短縮

知命堂病院

新潟労災病院

けいなん

総合病院

上信越自
動 車

道

新井ｽﾏｰﾄI.C

エリア人口
(H17国勢調査)

29,764人

人命価値 2.26億円/人

図 救急車利用時の便益算定対象エリア
※所要時間算定はH42将来交通量推計結果に基づく

図 自家用車利用時の便益算定対象ｴﾘｱ
※所要時間算定は道路の規制速度に基づく
上新バイパス沿線以外は区単位で算定

◆便益算定対象エリア◆

資料 ：上越地域消防事務組合資料(H20)

(発地が不明なデータを除く)

N=5,164人

上越北消防署

上越南消防署

上
新
バ
イ
パ
ス

新潟労災病院

上越総合病院

知命堂病院

上越地域
医療センター病院

県立中央病院

上
新
バ
イ
パ
ス

救急車利用時受益人口：3,417人 自家用車等利用時受益人口：26,983人

内の数値は3次ﾒｯｼｭ人口

１分以上時間短縮が見込まれる地域
または、時間短縮効果を見込んだ地域

人口重心位置
（人口密集地or主要な交差点で設定）

凡例

上越市 県立中央病院
2,006人

上越市 新潟労災病院
1,550人

上越市 上越総合病院
957人

その他上越市の病院
516人

その他の病院 84人

妙高市 けいなん
総合病院42人 その他妙高市の病院 9人
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降雪日数

日平均降雪量

○上越市～長野県境間の国道１８号沿線は全国有数の豪雪地帯であり、積雪期のスムーズな
通行確保は重要な課題となっている。

○上新バイパス残事業区間では、２車線の容量低下による渋滞や事故発生時の通行障害によ
る渋滞が発生しやすい。

○残事業区間の多くは山地部に位置し、年間47日の降雪日数がある。

○平均降雪量

○冬期積雪時の渋滞

57 .1km/h
53 .7km/h

49.4km/h

0

10

20

30

40

50

60

70

通常期 冬期降雪日

以外

冬期降雪日

平
均
速

度
(k
m
/
h
)

１３％低下

６％低下

【北陸地方整備局管内直轄国道の冬期旅行速度
（H18～H20 ３ヵ年平均 全27個所対象）の低下】

○旅行速度の低下

北陸地方整備局管内では、通常期に比

べ降雪日では１３％、冬期降雪日以外
では６％の速度低下。

降雪日の日平均降雪量は7.1cm/日

(H11～20年10ケ年平均)、降雪日数
の平均は47日となっている。

・冬期積雪期の2/4車線区間では、容量不足による渋滞や事故

発生時の通行障害による渋滞の発生といった危険性が高い。

【年度別降雪日平均降雪量の推移（H11～H20）】

平均日降雪量の
10ｹ年平均 7.1cm

○冬期の速度低下向上を考慮した便益
冬期走行時間の短縮割合 × 冬期日数

× (走行時間費用＋走行経費)
＝約７９億円（全体）
約 ７億円（残事業）

※金額は、供用後50年間の便益額として試算した(参考値)

- 18 -

降雪開始～
終了日数

降雪日数
降雪日

以外日数

９９日 ４７日 ５２日

出典 気象庁HP 高田

過去１０ケ年の平均年間降雪日数(高田)

▲走行時間イメージ

走行時間

整備なし

整備あり

40km/hで
90分

20km/hで

180分

60km/hで
60分

30km/hで
120分

冬期の方が
走行時間減少便
益が大きい

距離60km、整備あり60㎞/h、整備なし40㎞/h、
冬期速度の低減率を50%とした場合

30分差

60分差

30分差

降雪日
通常期

⑧冬期間におけるスムーズな交通の確保

2車線区間での渋滞状況
(妙高市乙吉 長野方向を望む

平成17年12月14日)

事故による交通規制状況
(妙高市三本木新田 直江津方向を望む

平成20年1月17日)

○冬期除雪時の迂回機能

・昭和59年の59豪雪時、開通間もない上新ﾊﾞｲﾊﾟｽに市街地の交通
を迂回させたことで順調な除雪が可能に(朝日新聞S59.1.11)。

・上新ﾊﾞｲﾊﾟｽは、沿道市街地の緊急時迂回路としても機能を発揮。

こ
れ
ま
で
は
、
三
日
間
か
か
っ
て

い
た
が
、
上
新
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し

た
こ
と
で
、
自
動
車
を
順
調
に
う
回

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
二
日

間
で
す
む
よ
う
に
な
り
、
関
係
者
は

ほ
っ
と
し
て
い
た
。

【雪による通行止め】



●被災が大きかった米山ﾄﾝﾈﾙ、鉢崎橋でも、４車線あったことで対面

通行が可能。

●復旧工事をしながらの上下線確保を可能に！

被災時の４車線道路の有効性
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○上越市は、高速道路・地域高規格道路が結節する広域交通の要衝となっている。

○この地域では、災害時の代替路線となる信頼性の高い循環型道路ネットワークの構築が望ましい。

○新潟県中越沖地震により、北陸自動車道と国道８号との相互補完によるリダンダンシー機能の重要

性と４車線道路の有効性が確認された。

○防災対応道路としての観点から上新ﾊﾞｲﾊﾟｽの新井ｽﾏｰﾄIC～上越IC間には、災害時の有効性が確認さ

れた４車線を確保することが望まれる。

○上越都市圏防災道路ネットワーク

(出典：新潟県中越沖地震 北陸地方整備局資料より）

防災対応上の重要路線における

相互補完ネットワークの重要性を認識

防災基幹道路としての４車線

の有効性・必要性を認識

○相互補完ネットワーク及び４車線道路の重要性の確認

⑨災害時の防災道路ネットワークの形成

●地震発生後、北陸道と国道８号が相互にカバーし合い、

地震発生後わずか26時間で交通を確保。

新潟県中越沖地震において発揮された道路のﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰ機能
～並行する高速道路と直轄国道が発揮した効果～

糸魚川IC 能生IC 名立谷浜IC 柿崎IC 米山IC

長岡JCT

長岡IC

至
富
山
市

至
新
潟
市

至
新
潟
市至小千谷市

北陸道
HOKURIKU

上信越
J YOUSINＥＴＳＵ

関越
KANETSU

北陸道
HOKURIKU

西山IC

８８

252252

116116

1818

８８

148148

至
富
山
市

至
新
潟
市

至
新
潟
市

至小千谷市

北陸道
HOKURIKU

糸魚川IC 能生IC 名立谷浜IC 上越IC
上信越
J YOUSINＥＴＳＵ

柿崎IC 米山IC 柏崎IC

西山IC

長岡IC

関越
KANETSU

長岡JCT

８８

116116

2522521818148148

８８

地震発生約２６時間後（H19.7.17 12:00）

地震発生約直後（H19.7.16 11:15）

上越IC 柏崎IC

並行する北陸道と国道８号が相互に
リダンダンシー機能を発揮し地震発生

後26時間で一般車の通行を確保

国道８号 北陸道

柿崎IC 米山IC

下り線

上り線
米山トンネル

規制区間

至
富
山
県

至
新
潟
市

鉢崎橋

対面通行により
通行止め解除

上下線各1車線に
より通行止め解除

4車線道路による

循環型ネットワーク

上越ＩＣ

新井ｽﾏｰﾄＩＣ

上越JCT

Ｍ７を越える
地震履歴
活断層も存在

M7を超える
地震履歴

活断層も存在

1666.2.1
越後高田地震(M6.4)
1751.4.11
高田地震(M7.0～7.4)

1502.1.28
越後地震(M6.5～7.0))



事業全体 (３,３２２億円＋α)／１,７０７億円

残事業 (４１１億円＋α)／３５４億円
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＜費用＞

・基準年における費用及び便益の現在価値

現在価値算出のための割引率： ４％

基準年次： 平成２１年度

検討年数： ５０年

＜３便益＞

＜３便益による費用便益比＞

＜その他の便益＞

事業全体 ３,３２２億円／１,７０７億円＝１．９

残事業 ４１１億円／３５４億円＝１．２

５．費用対効果

上新バイパスの役割 具体的内容

①新幹線駅である(仮
称)上越駅へのｱｸｾｽ向
上

◆上越地方生活圏唯一の新幹線新駅の開業

②直江津港へのｱｸｾｽ向
上

◆搬出入貨物の２６％を関東及び長野・東海方面
が占めている

③上越青果地方卸売市
場へのｱｸｾｽ向上

◆妙高市の農産品のほぼ全量が上越市に出荷

④日常生活圏の中心都
市である上越市へのｱｸ
ｾｽ向上

◆上越市～妙高市間の通勤者数が2,584人増加

⑤開発拠点地区へのｱｸ
ｾｽ向上

◆上新バイパス沿線は商業･業務、広域運動公
園、工業系を中心に開発が進んでいる

⑥主要観光地へのｱｸｾｽ
向上

◆沿線の観光入れ込み客数年間1,032万人
(上越市、妙高市観光入込客数合計)

◆休日の交通が多く７月の休日交通量は
平日の1.13倍

【約８億円※】(残事業）

⑦県立中央病院へのｱｸ
ｾｽ向上

◆当該道路の整備による救命救急アクセスの
向上（時間短縮エリア人口29,764人）

【約２９億円※】(全体）

⑧冬期間におけるス
ムーズな交通の確保

◆冬期間における走行性の向上
（降雪日実績：年平均４７日）

【約７９億円※】(全体）

【約７億円※】(残事業）

⑨災害時の防災道路ﾈｯ
ﾄﾜｰｸの形成

◆高速道路と相互補完し、循環型の防災
道路ネットワークを形成

＜その他の便益を加味した費用便益比＞

事業全体 ３,３２２億円 ２,７４１億円 ４８７億円 ９４億円

残事業 ４１１億円 ２６７億円 ９４億円 ５０億円

基準年における現在価値

合 計
走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合 計 事業費 維持管理費

事業全体 １,７０７億円 １,６２４億円 ８３億円

残事業 ３５４億円 ３００億円 ５４億円

基準年における現在価値

※は供用後50年間の便益額として試算した値（参考値)

注）1.費用及び便益額は整数止めとする。
2.費用及び便益額の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。



①残事業の内容

②今後の事業の見通し等

残事業の主な内容は次のとおり。
・上越市中郷区市屋IC～子安交差点間（Ｌ＝17.6ｋｍ）の４車線化工事
・主要な交差点の立体化

・上越市岡原交差点～子安交差点間(L=2.9㎞)について、新幹線新駅へのアクセス道として
平成24年度の４車線供用を目指し、整備を推進する。

・うち、上越市今池交差点～子安交差点間(L=1.2km)については、今池交差点の渋滞解消
に向けて平成21年度に４車線供用予定である。

・残る上越市中郷区市屋IC～岡原交差点間の４車線化、および交差点の立体化について
は、交通状況を勘案しつつ引き続き整備を推進する予定である。

4/4完成供用区間
L=7.0km 2/4暫定供用区間 L=17.6km

上信越自動車道

上越上越J.C.TJ.C.T
上越高田I.C

北
陸
自
動
車
道

残事業区間至富山市

上越上越I.CI.C

交通状況を勘案しつつ引き続き整備を推進

下源入下源入三田三田

四ケ所四ケ所

上箱井上箱井富岡富岡

寺

鴨島鴨島

子安子安

今池

島田島田

寺町寺町

乙吉乙吉

猪野山猪野山

長森長森

志志

西福田西福田
新田新田

野林野林

二本木二本木

市屋市屋

上新バイパス L=24.6km

新
潟
県
上
越
市
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入
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し
し
も
げ
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(自)
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８８

1818

405405

中郷中郷I.CI.C

梨の木梨の木

じ
ょ
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え
つ
し
な
か
ご
う
く
い
ち
や

至新潟市

至
長
野
市

H21年度4車線

供用予定

H24年度
4車線供用予定

- 21 -

６．事業の進捗見込み

上
越
市
子
安

じ
ょ
う
え
つ
し

こ
や
す

柳井田柳井田

北陸新幹線

岡原岡原 寺町北寺町北

292292

新幹線新駅

（凡 例）
：平面交差点
：立体交差点

北陸新幹線新駅建設状況 子安交差点から
県立中央病院へ左折

島田交差点での渋滞状況
上越方面を望む



対応方針(原案) 事業継続

(理由)

・国道18号は、上越地域の骨格道路として地域ネットワークの主軸となる路線であり、通

勤・通学、通院、買い物等の日常生活活動の利便性の向上、地域振興の支援、地域連携

の強化、第三次医療施設へのアクセス強化など、期待される効果は大きい。

・上越市岡原交差点～子安交差点間(L=2.9㎞)について、新幹線新駅へのアクセス道とし

て平成24年度の供用を目指している。うち上越市今池交差点～子安交差点間(L=1.2km)

については、早期の効果発現のため平成21年度の４車線供用を目標として事業を実施し

ている。残る中郷区市屋～岡原間(L=14.7km)の４車線化及び交差点の立体化については、

交通状況を勘案しつつ引き続き整備を推進する予定である。

・また、３便益の費用便益比は事業全体が１．９で残事業が１．２となり、投資効率性は確

保されている。

・更に観光や冬期の交通状況、救急救命効果などその他の効果も考慮すると事業継続が

妥当と判断される。

・上新バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などに配慮した路線計画と

なっており、地域ネットワークの充実強化、交通渋滞の解消や地域振興の支援など、期待さ

れる効果は大きい。

・当該道路は既に全線（一部暫定２車線区間含む）供用されている。また、現在の交差点構

造を基本とした全線４車線計画については、地元・関係機関との協議・了解により用地買収

が既に完了しているとともに、構造・規格や施設規模等は必要最小限で計画している。

・施工にあたっては、新技術、コンクリート構造物の大型化（長尺化）、プレキャストの積極的

な活用、建設発生土の有効活用等により、コスト縮減を行っている。
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７．コスト縮減や代替案の可能性

８.対応方針（原案）


